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飛込競技 
第３２回オリンピック競技大会（東京／２０２０）日本代表派遣選手選考方法 

 

１.個人種目 

 選考１：２０１９年７月１２−２０日 世界水泳選手権大会（韓国・光州）にて 

         個人種目決勝進出者 12 位以内を内定とする。 

 選考２：２０１９年 ９月６—８日 アジアカップ大会（マレーシア）にて  

      個人種目優勝者を内定とする。 

 選考３：２０２０年４月２１−２６日 ワールドカップ大会（日本・東京）にて 

      個人種目準決勝 18 位以内を内定とする。 

 ※各種目２名までとする 

 ※選考の優先順位は選考１・２・３の順とする 

 

２.シンクロナイズド種目 

 選考１：２０１９年７月１２−２０日  世界水泳選手権大会（韓国・光州）にて 

       決勝進出８位以内のペアを内定とする。 

  選考２：２０２０年２月 ５−  ９日 国際大会派遣選手選考会（東京辰巳国際水泳場）にて 

（１） 選考１で内定した種目以外の優勝チームにワールカップ大会 

（2020 年 4 月 21−26 日・東京・アクアティックセンター）の出場権を与える。 

    なお、選考１で内定したチームはワールカップ大会に出場することができる。 

 （２）ワールドカップ大会の結果をもとに、本連盟選手選考委員会が総合判断し内定する。 

 

３.細則 

 （１）個人種目内定者のうちケガ等により辞退者が出た場合，国際水泳連盟の定めた参加基準有資格者の中から 

ランキング順に繰り上げを行う。 

 （２）シンクロ種目内定者のうちケガ等により辞退者が出た場合，下記に従い個人もしくはチームの繰り上げを行う。 

  ①  同一演技構成が可能な場合、国際大会派遣選手選考会のランキング順に個人の繰り上げを行う。 

  ②  同一演技構成が不可能な場合、国際大会派遣選手選考会のランキング順に次点チームの繰り上げを行う。 

 （３）上記（１）、（２）の条件を満たすものは、補欠としてナショナルチームとの合同練習を認める。 

 

４.競技会日程 

 ２０１９年 ４月１９−２１日 世界選手権代表選考会（翼 Japan）（東京辰巳国際水泳場） 

              ７月１２−２０日 世界水泳選手権大会（韓国・光州）  

       ９月２１−２３日 日本選手権大会（石川）  

  ２０２０年 ２月 ５−  ９日 国際大会派遣選手選考会（東京辰巳国際水泳場） 

       ４月２１−２６日 ワールドカップ大会（アクアティックセンター） 

           以上 


